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ぎ
ふ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が『
秋
冬
物
新
作
受
注
展
示
会
』開
催
な
ど　

２

　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所『
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』、レ
デ
ィ
ー
ス『
女
性
経
営
者
懇
談
会
』　

３

（財）
21海

外
レ
ポ
ー
ト（
ミ
ラ
ノ
）　

４　

六
月
の
景
況
調
査　

５

支
所
だ
よ
り（
陶
磁
器
ま
つ
り
、木
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）な
ど　

６

事
務
局
だ
よ
り（
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
な
ど
）、残
暑
見
舞
広
告　

７

　

七
月
六
日
に
「
平
成
十
三
年

版
労
働
経
済
の
分
析
」、
い
わ

ゆ
る
「
労
働
経
済
白
書
」
が
閣

議
に
提
出
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。

　

白
書
は
二
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
第
一
章
「
労
働
経
済

の
現
況
」
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
を
中
心
と
す
る
最
近
の
労

働
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
、
第
二
章
「
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）
の
革
新
と
雇
用
」
で
は
情
報
技
術
革
新
が
雇
用

量
や
動
き
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
先
行

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

の
事
例
も
参
考
に
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
分
析

を
行
っ
て
い
る
。

　

以
下
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
と
、
①
わ
が
国
の
情
報

技
術
通
信
関
連
の
従
業
員
は
約
三
百
六
十
万
人
、
民
間
の

約
七
％
で
あ
る
。
現
在
は
、
製
造
部
門
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
ソ
フ
ト
化
、
高
度
化
が
進
ん
で
い
る
。
②
情
報
通

信
技
術
革
新
が
雇
用
に
与
え
る
影
響
を
推
計
す
る
と
、
一

九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
二
〇
〇
万
人
以
上
の
雇
用
創
出

効
果
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
情
報
通
信
技
術
関
連
の
み
な
ら

ず
全
産
業
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
③
企
業
が
求
め

る
情
報
通
信
技
術
活
用
能
力
は
そ
れ
ほ
ど
高
度
な
も
の

で
は
な
く
、
中
高
年
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
程
度
時
間
を
か

け
れ
ば
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
④

情
報
通
信
技
術
革
新
に
よ
っ
て
中
間
管
理
職
の
中
抜
き
と

い
う
こ
と
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
役
割
は
よ

り
高
度
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
情
報
通
信
技
術
革
新

の
進
展
に
伴
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
雇
用
や
在
宅
就
業
な
ど
の

新
し
い
働
き
方
が
生
ま
れ
て
い
る
。
情
報
通
信
技
術
革
新

が
進
む
中
で
、
わ
が
国
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
日
本
の
強
味
を
生
か
し
、

柔
軟
な
内
部
労
働
移
動
を
確
保
し
つ
つ
、
同
時
に
円
滑
な

労
働
移
動
の
た
め
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
、

と
分
析
し
て
い
る
。

　

五
月
の
完
全
失
業
率

は
四
・
九
％
、
失
業
者

が
三
百
四
十
八
万
人
と

最
悪
を
記
録
し
た
。
骨
太
の
方
針
で
民
間
調
査
機
関
は
、

百
三
十
万
人
か
ら
百
五
十
万
人
の
離
職
者
が
出
る
と
試
算

し
、
雇
用
問
題
が
深
刻
に
な
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

国
に
対
し
て
は
、
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
対
策
と
し
て
、

新
産
業
を
中
心
に
成
長
分
野
の
育
成
や
能
力
開
発
、
有
期

雇
用
・
裁
量
労
働
な
ど
制
度
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。

　

一
方
、
中
小
企
業
に
は
、
自
助
・
自
立
の
精
神
で
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
苦
難
を
乗
り
越
え
る
覚
悟
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

円
滑
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

〜
二
○
○
一
年
版
労
働
白
書
〜

�
…『
労
働
問
題
懇
談
会
』開
催
。テ
ー
マ
は「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
」。【
岐
阜
会
場
】９
月　

日　

・
長
良
川
国
際
会
議
場

１２

（水）

　
　
【
東
濃
会
場
】９
月　

日　

・
瑞
浪
市
陶
磁
器
会
館
。各
日
と
も　

時　

分
か
ら
。お
申
込
み
は
中
央
会
調
査
労
働
チ
ー
ム
・
�
〇
五
八（
二
七
七
）一
一
○
三
ま
で
。

１３

（木）

１３

３０
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内
の
ほ
か
愛
知
県
や
東
京
都
な
ど

か
ら
の
受
講
者
も
い
た
。

　

実
習
期
間
中
に
は
、
林
業
や
建
築

業
な
ど
の
講
義
の
ほ
か
、
町
内
の
製

�
�
�
�
�
�
�
�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ
セ
ぎ
ふ

材
工
場
や
産
直
モ
デ
ル
住
宅
の
見

学
、
倉
庫
な
ど
の
簡
易
な
建
築
実
習

な
ど
が
行
わ
れ
、
受
講
者
に
は
好
評

の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

　

岐
阜
県
・
大
垣
市
・　

ソ
フ
ト
ピ
ア

（財）

ジ
ャ
パ
ン
な
ど
で
構
成
し
た
実
行
委

員
会
は『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ

メ
ッ
セ
ぎ
ふ
二
〇
〇
一
』を
七
月
二

十
六
日
か
ら
二
日
間
、ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
中
心
に
開

催
し
た
。

　

同
メ
ッ
セ
は
、各
分
野
の
最
新
の
情

報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）を
紹
介
す
る
も
の
で
、

今
回
は
国
内
外
か
ら
百
四
の
企
業
・

団
体
が
出
展
。パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
、

液
晶
テ
レ
ビ
等
の
情
報
関
連
機
器
、

各
種
ソ
フ
ト
等
が
出
展
さ
れ
、中
で

も
介
護
・
福
祉
・
医
療
分
野
で
活
用
で

き
る
Ｉ
Ｔ
の
出
展
が
目
立
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、初
日
に
は
ド
リ
ー
ム
・
コ
ア

で「　

世
紀
、Ｉ
Ｔ
活
用
、業
務
提
携

21
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
源
の
有
効
活

用
」を
テ
ー
マ
に『
香
港
Ｉ
Ｔ
会
議
』

が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
会
議
で
は
、日

本
と
香
港
を
衛
星
回
線
で
結
び
、日

本
か
ら
は
辻
正
県
情
報
産
業
協
会

会
長
ら
三
人
、香
港
か
ら
も
三
人
が

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
講
話
を
行
っ

た
。辻
会
長
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
す
る
に
は
新
製
品
開
発
、経
営
効

率
化
が
必
要
で
、外
国
企
業
と
の
提

携
・
交
流
が
重
要
」と
し
、今
後
多
く

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

高 山 米 穀 協 業 組 合
理 事 長　桑　 谷　 信　 男
高山市初田町 2 丁目 32 番地
1 〈0577〉32-3100　〒506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4
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ぎ
ふ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　

任
意
グ
ル
ー
プ
の「
ぎ
ふ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」（
山
内
道
夫
会
長
、

会
員
十
三
社
）は
、七
月
十
日
か
ら

三
日
間
、岐
阜
市
の
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ

ル
で『
二
〇
〇
一
年
秋
冬
物
新
作
受

注
展
示
会
』を
開
催
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
岐
阜
ア
パ
レ
ル
業

界
の
中
で
活
発
な
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、こ
の
展
示
会
は
、岐
阜
ア
パ
レ
ル

の
Ｐ
Ｒ
と
受
注
拡
大
を
目
的
に
年
三

回（
三
、七
、十
一
月
）開
催
し
て
い
る
。

二
十
五
年
目
を
迎
え
た
今
年
の
テ
ー

マ
は「
V
O
R
T
E
X
」（
ヴ
ォ
ル
テ
ッ

ク
ス
＝
渦
巻
き
）。婦
人
服
の
秋
冬
物

の
新
作
、売
れ
筋
の
ス
ー
ツ
の
ほ
か
ド

レ
ス
の
ア
ウ
タ
ー
や
ブ
ラ
ウ
ス
、ス
カ
ー

ト
、パ
ン
ツ
、フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア
な
ど
、

約
一
千
九
十
点
も
の
商
品
が
展
示
さ

れ
、多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
で
賑
わ
っ
た
。

　

山
内
会
長
は「
テ
ー
マ
が
意
味
す

る
よ
う
に
、会
員
が
力
を
結
集
し
勢

い
良
く
上
昇
し
て
い
く
よ
う
に
、こ
の

展
示
会
を
成
功
さ
せ
た
い
」と
抱
負

を
語
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

付
知
峡
ひ
の
き
建
築　

・
付
知
町

（協）

　

付
知
峡
ひ
の
き
建
築
協
同
組
合

（
早
川
貴
典
理
事
長
）
と
付
知
町
は

『
付
知
峡
ひ
の
き
の
家
大
工
体
験

セ
ミ
ナ
ー
』
を
付
知
町
商
工
会
館
他

で
開
催
し
た
。
受
講
者
は
八
月
六
日

か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
、
講
義
や

大
工
の
実
習
な
ど
を
行
っ
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
後
継
者
育
成

を
目
的
に
同
組
合
と
町
が
平
成
六

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
今
回

は
大
工
志
望
の
六
十
人
の
応
募
者

か
ら
二
十
人
が
抽
選
で
選
ば
れ
た
。

受
講
対
象
者
は
中
学
・
高
校
生
を
含

め
た
三
十
五
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
県

�
…『
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
フ
ェ
ア
２
０
０
１
』（
主
催
・
中
小
企
業
総
合
事
業
団
他
）開
催
。９
月　

日　

・　

日　

、９
時　

分
か
ら
、

１８

（火）
１９

（水）

３０

　
　

山
口
県
下
関
市
・「
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
」。お
申
込
み
は
運
営
事
務
局
・
�
〇
九
二（
七
二
一
）四
三
七
六
ま
で
。



　
　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務

（財）
21

所
（
久
富
義
郎
所
長
）
は
八
月
七
日

に
、　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
（
辻

（社）

正
会
長
）と
共
催
で
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
『
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』

を
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、　

社
会
経
済
生
産

（財）

性
本
部
の
北
浦
正
行
社
会
労
働
部

長
を
講
師
に
招
き
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
意
義
と
必
要
性
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
い
、
岐
阜
労
働
局
の
柴

田
眞
由
美
雇
用
均
等
室
長
や
辻
会

長
ら
、約
三
十
名
が
参
加
し
た
。

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所

（財）
２１

ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
『
女
性
経
営
者
懇

談
会
』を
開
催
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
中
部
学
院
大
学
短
期

大
学
部
の
片
桐
多
恵
子
学
長
を
講
師

に
招
き
「　

世
紀
を
担
う
女
性
リ
ー

21

ダ
ー
の
条
件
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

片
桐
氏
は
、「
良
い
リ
ー
ダ
ー
は
聞

き
上
手
。そ
の
中
で
う
な
ず
き
、ア
イ

コ
ン
タ
ク
ト
、
訪
ね
方
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
」と
説
明
し
た
。

　

特
に
、
う
な
ず
き
は
会
話
の
促
進

効
果
が
あ
り
、
話
し
相
手
か
ら
多
く

の
情
報
を
得
ら
れ
る
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク

ト
は
、
情
報
探
索
機
能
、
社
会
的
関

係
の
確
立
と
認
識
の
機
能
の
促
進
、

ま
た
、
訪
ね
方
一
つ
で
会
話
の
促
進

が
図
れ
る
な
ど
、
各
種
事
例
を
交
え

�
�
�
�
��
�
�
�
	


�
�

�

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加
藤
智
子
会

長
）は
七
月
二
十
五
日
、ホ
テ
ル
グ
ラ

�
�
�
�
�
�
�
�
�	
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て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
の

普
及
で
若
者
の
対
面
で
の
会
話
が
下

手
に
な
っ
て
き
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、

無
機
的
人
間
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
話
題
と
な
り
、
人
と
人
と
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

�
…『
が
ん
征
圧
講
演
会
』開
催
。テ
ー
マ
は「
が
ん
予
防
の
食
生
活
」。９
月　

日　

、　

時　

分
〜　

時　

分
・
未
来
会
館
長
良
川
ホ
ー
ル
。

１０

（月）
１３

３０

１５

３０

お
問
い
合
わ
せ
は　

岐
阜
県
健
康
長
寿
財
団
・
�
〇
五
八（
二
七
三
）一
四
五
六
ま
で
。

（財）

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
が
女
性
経
営
者
懇
談
会

　

北
浦
氏
は
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
（
雇
用
上
の
差
別
を
解
消

し
た
上
で
、
女
性
が
能
力
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
の
取
り

組
み
）
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
結
果

的
に
は
す
べ
て
の
従
業
員
が
働
き

や
す
く
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場

に
な
る
」
と
説
明
。
ま
た
、
女
性
の

積
極
的
な
活
用
が
企
業
経
営
に
も

た
ら
す
効
果
が
大
き
い
こ
と
を
踏

ま
え
、「
女
性
が
能
力
を
充
分
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
女
性
活
用
に

対
す
る
企
業
の
ト
ッ
プ
の
理
解
と

全
社
的
な
合
意
形
成
が
重
要
」
と
し
、

「
併
せ
て
女
性
も
常
に
自
分
自
身

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
（
磨
く
こ

と
）
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
結

ん
だ
。

協力/岐阜県中小企業団体中央会�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

受　験　資　格…中小企業組合の業務に従事している者、�

　　　　　　　　又は将来従事しようとする者。�

試　　験　　日…平成13年12月2日（日）�

試　　験　　地…札幌・青森・秋田・仙台・さいたま・東京・�

　　　　　　　　横浜・長野・静岡・名古屋・大阪・松江・岡�

　　　　　　　　山・広島・山口・高松・福岡・長崎・大分・�

　　　　　　　　鹿児島・那覇�

受　付　期　間…平成13年9月3日（月）～10月17日（水）�

受　　験　　料…5,000円（一部科目免除者は3,000円）�

試　験　科　目…「組合制度」「組合運営」「組合会計」�

そ　　の　　他…申込方法など詳しいことは、岐阜県中�

　　　　　　　　小企業団体中央会にお問い合わせくだ�

　　　　　　　　さい。�

　　　　　　　　（受験願書は中央会にあります。）�
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

イタリアの中小企業雑感
岐阜県ミラノ駐在員　寺　島　　禎　見

イタリアの陶磁器メーカー「リチャード・ジノリ」を訪れた瑞浪市の方々

南北格差のある経済

　例年イタリアには、日本の各地から“イタリアの中小企業
の活力を探る”というような趣旨の多くの視察団が来られ、
「イタリアの経済が元気な秘密は？」「イタリアの地方の中小
企業政策は？」「デザイン力の源は？」など、いろいろなご質
問を受けます。
  まず、イタリアの経済ですが、最近の失業率（'０１年４月）
を見ますと、９．６％となっており、日本と比べた場合、末期的
とも思える数値ですが、当地イタリアでは、ここ数年の間で
はもっとも良い数値となっています。地域別で見ると、私の
住むミラノを中心とした北部で４．１％、中部で７．２％、開発
の遅れた南部で１９．４％となっており、イタリアにおいては、
経済の南北格差が問題となっています。

自立している中小企業

　イタリアは９７．５％が中小企業です。その中小企業は政
府（公的）支援に頼らない傾向が強いと言われており、また、
地方においても、大都市の大企業の下請的な要素が少な
く、自分で考え自分で行動するという傾向が強いようです。
つまり、マーケティングリサーチを行い、今年の流行を考え、
製造を行い、販売経路を開拓するというところまで、一貫し
てその地域内の企業で完結しているということで、日本の
ように、大手商社などが企画等を行い、地方の中小企業は
製造のみを行うというやり方と一線を画すと言えます。

都市より地方、量より質

　では、何故そのように大都市ではなく、地方にそのような
能力があるのでしょうか。そもそもイタリアにおいては、“最
終的には自分の会社を興すのが夢”という発想があり、日

本の“寄らば大樹”のように、
大企業に就職することを良し
としていない点があります。ま
た、住み慣れた地元で家族
とともに暮らすということが昔
からの理想であるため、優秀
な人材が地方に残りやすい
ということでもあります。
  さらに、量より質という概念が強く、会社においても規模の
拡大を図るよりも、質または利益（収益）の充実を図る傾向
にあります。日本においては、とかく規模の大きなものを良し
とする傾向ですが、こちらの経営者の話では、従業員１０人
程度、しかも気の置けない家族（親族）経営が一番安心で
きるし、動きやすいとのことです。

個性を高く評価する教育

　デザインについては、イタリアは世界的に名声を馳せて
います。この点については、その国の教育制度にも大きな
要因があるものと思われます。例えば、日本において試験
と言えば、共通一次試験に代表されるような筆記試験です
が、当地イタリアにおいては、口頭試験が一般的であり、一
つの主題に対して自分の意見を明確に表現できるというこ
とが評価されます。この点、日本のように多くの選択肢から
最も適切なものを一つ選ぶという要約型試験とそもそも違
い、独創的な発想を生み出す要因となっているようです。
  つまり、日本においては、みんなと同じであることが尊ば
れ、逆にイタリアでは、みんなと違う、個性的であることが高
く評価されるという点で、大きな違いが見られます。
  ただし、この点については、その企業の商品についての
考え方の違いで、良くも悪くもなるものです。すなわち、日本
の方式は少量種大量生産に適した考え方であり、イタリア
のそれは大量種少量生産に適したものです。

ラテンでは「額に汗する罰」

　労働に関する一般概念としても、日本及びアメリカなど
アングロサクソン系の国においては「働くことは良いこと」で
すが、ラテンの国においては、「額に汗する罰」という概念
が未だに根強いようです。こうした概念が、休暇やバカンス
の取得に与える影響も強いのではないでしょうか。
　こうしてみると、同じ先進国でありながら、イタリアと日本
には大きな違いがみられます。一国の中小企業制度をみる
場合、制度そのものだけをみるのではなく、その国の考え
方を理解することは、意外に近道かもしれません。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（6月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

6月景況調査

る
。

　

取
引
先
の
倒
産
や

業
界
内
の
廃
業
発
生

の
情
報
と
と
も
に
、そ

の
増
加
に
対
す
る
危

惧
の
意
見
が
多
く
な
っ

て
い
る
。ま
た
、輸
入
品

底
割
り
の
景
気
動
向

悪
化
要
因
、改
善
せ
ず

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
六
月
の
特
色
』と『
九
月
ま
で
の
景
況

の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
六
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
業
種
が
拡
大
②
低
価

格
、低
収
益
が
強
ま
る
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

45

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
9
ポ
イ
ン

36

ト
の
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。製
造
業
、商
業
、サ
ー

ビ
ス
業
、建
設
業
の
全
般
に
需
要
の
減
少
が
見
ら

れ
、需
要
低
迷
・
低
価
格
が
一
段
と
進
み
、景
気

動
向
は
底
を
割
り
、調
整
か
ら
悪
化
に
移
っ
て
い

増
加
の
勢
い
が
依
然
続
き
、繊
維
、木
工
、陶
磁
器
を

中
心
に
国
内
メ
ー
カ
ー
へ
の
影
響
が
一
段
と
強
ま
っ
て

お
り
、企
業
経
営
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

 〔
九
月
ま
で
の
見
通
し
〕九
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績
に

63

対
し　

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

18

　

夏
期
休
暇
の
観
光
需
要
や
中
元
等
の
プ
ラ
ス
要
因
へ

の
期
待
が
見
ら
れ
ず
、夏
期
休
暇
に
よ
る
営
業
日
数
の

減
少
、食
料
品
の
不
需
要
期
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
要
因

が
強
く
働
い
た
こ
と
で
、景
況
感
が
一
層
後
退
す
る
傾

向
に
あ
る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△○プ ラ ス チ ッ ク
→▲△△▲▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△△タ イ ル
→△△△△○窯 業 原 料
→▲△▲▲▲耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲▲石　 　 灰
→△△△△△生　 コ　 ン
→△△△▲▲砂 利 生 産
→▲△▲▲▲砕 石 生 産
→▲△△▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△△△△刃物等金属製品 （内需） 
→▲△▲△△メ　 ッ　 キ
→▲△▲▲▲県 金 属 工 業 団 地
→△△△△△可 児 工 業 団 地
→▲▲▲△△金　 　 型
→△△△△△機械工具・工作機械
→△△△△△電 気 機 械 器 具
→△△△○○輸 送 機 器
→△△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△△○○各種物産品（ギフト）
→▲△－▲▲陶　 磁　 器
→△△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→△△－△△家 電 機 器 販 売
→△△○○○メ ガ ネ 販 売
－－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△○○味 噌 ・ 醤 油
→△▲△△△豆 腐 製 造
→△△▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
→▲△▲▲▲菓　 　 子
→▲△▲▲▲米　 　 菓
→▲▲▲▲▲酒　 　 造
→△△○○○米　 　 穀
→△△△△△ね　 ん　 糸
→△△△△▲織 物 染 色
→▲△△△△ニ ッ ト 工 業
→△△△△○毛　 織　 物
→△△○○○合 成 繊 維 織 物
→▲△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△▲△△▲靴　 　 下
→▲△▲▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
→▲△△△△婦 人 ・ 子 供 服
→▲▲▲▲▲縫　 　 製
→▲△▲△△製　 　 材
→△△△△△銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→△△△▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
→△△△○○家　 庭　 紙
→△△○△○特　 殊　 紙
→▲▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△△△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△△△共 同 店 舗
→△△－△▲岐 阜 市 商 店 街
→▲△▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲△△△△多 治 見 市 商 店 街
→△△△△△恵 那 市 商 店 街
→▲－－▲▲高 山 市 商 店 街
→△△△○○車 体 整 備
→▲△△△△タ イ ヤ 整 備
→▲▲－○○長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→▲△▲▲▲高 山 旅 館
→▲▲△△△ク リ ー ニ ン グ
→○△－○○広 告 美 術
－－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△▲△映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→▲△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△○△土木・建築（羽島）
→▲△▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
→△△△△△鋼 構 造 物
→△△△△○電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→△△△△△建 築 板 金
→▲▲▲▲▲建　 　 具
→△△▲△△産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△○○貨 物 運 送 （ 県 域 ）

�
…
定
年
等
退
職
後
の『
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
』参
加
者
募
集
。【
大
垣
会
場
】９
月　

日　

・
９
時
か
ら
、大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル

１２

（水）

【
岐
阜
会
場
】９
月　

日　

・
９
時
か
ら
、ホ
テ
ル
せ
い
ら
ん　

詳
し
く
は　

岐
阜
県
雇
用
開
発
協
会
・
�
〇
五
八（
二
七
二
）三
二
五
一
ま
で
。

２１

（金）

（社）
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秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
間
近
で
す

が
、東
濃
地
区
の
陶
磁
器
業
界
で
は
、

陶
磁
器
が
安
く
買
え
て
、
一
日
中
楽

し
め
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
『
秋
の
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
』（
仮

称
「
織
部
街
道
楽
市
楽
座
」）【
十
月

二
十
七
〜
二
十
八
日
】

　
　

土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
主
催

（協）
で
、『
日
本
三
大
陶
器
ま
つ
り
』の
一
つ

と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
り
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
春
と
秋
の
二

回
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

陶
器
の
蔵
出
し
市
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
秋
の
味
覚
が
楽
し

め
ま
す
。
同
時
開
催
の
「
美
濃
焼
伝

統
工
芸
品
ま
つ
り
」
の
会
場
ま
で
無

料
バ
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り
』【
十
一
月

三
〜
四
日
】

　

美
濃
焼
産
地
が
十
四
あ
る
こ
と
は

ご
存
知
で
す
か
？
こ
の
う
ち
、
四
産

地
が
『
陶
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

市
in

之
倉
』『
下
石
ど
え
ら
あ
え
え
陶
器

ま
つ
り
』『
駄
知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ
り
』

『
か
さ
は
ら
窯
ぐ
れ
ま
つ
り
』
を
同
日

　

③
「
ス
ピ
ー
ド
く
じ
と
一
千
人
の

ビ
ッ
グ
ビ
ン
ゴ
大
会
」
＝
総
額
一
千

万
円
以
上
の
家
具
が
当
た
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
く
じ
は
空
く
じ
な
し
。

　

④
「
第　

回
飛
騨
の
伝
統
的
工
芸

21

品
展
」
＝
春
慶
塗
や
一
位
一
刀
彫
な

ど
の
木
工
芸
品
の
ほ
か
、
陶
磁
器
な

ど
飛
騨
の
工
芸
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

⑤
「
飛
騨
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」＝�
新
世
紀　

豊
か
に
暮
ら
そ
う

素
敵
な
人
生
�
と
題
し
、
安
藤
隆
年

氏
〔　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
副
理
事

（財）

長
〕、
清
水
哲
太
氏
〔
ト
ヨ
タ
自
動
車

　

副
社
長
〕、
菅
原
文
太
氏
〔
俳
優
〕

（株）を
招
き
、
地
方
都
市
で
の
暮
ら
し
方

等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
飛
騨
牛
や
朴
葉
み

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管
、
処
分
等

に
つ
い
て
必
要
な
規
制
等
を
行
い
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
の
た
め
の
必
要

な
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
確
実
か
つ

適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、「
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
去
る
六
月
二
十
二
日
付
け
で

交
付
さ
れ
、
七
月
十
五
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含

む
使
用
済
み
の
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、

蛍
光
灯
安
定
器
、
感
圧
複
写
紙
等
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
保
管
す
る
事
業
者

は
、
毎
年
度
、
そ
の
保
管
状
況
等
の

知
事
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
、

本
年
度
は
七
月
十
五
日
現
在
に
お
け

る
保
管
状
況
等
を
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
届
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
保
管
し
て
お
り
、

ま
だ
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者

は
、
事
業
場
を
管
轄
す
る
地
域
振
興

局
（
事
務
所
）
へ
早
急
に
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

照
会
先：

岐
阜
県
環
境
局
廃
棄
物

対
策
課
産
業
廃
棄
物
係
【　

〇
五
八

TEL

（
二
七
二
）
一
一
一
一
（
内
線
二
七

一
六
）】
又
は
各
地
域
振
興
局
（
事
務

所
）
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

東
濃

支
所
だ
よ
り

楽
し
さ
満
載
、秋
の
陶
磁
器
イ
ベ
ン
ト

『
木
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』で
飛
騨
・
高
山
を
満
喫

　

九
月
十
五
日　

か
ら
六
日
間
、
飛

（土）

騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で『
二

〇
〇
一
オ
ー
ル
飛
騨
・
高
山
木
の
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。　

飛
騨
木
工
連
合
会
を
中

（協）

心
に
、
飛
騨
の
新
作
家
具
の
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、飛
騨
の
家
具
・
木

工
の
良
さ
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

で
は
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
主
な
イ
ベ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

①
「
飛
騨
・
高
山
グ
ッ
ド
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
展
」
＝
定
番
商
品
か
ら
最
新

作
ま
で
、飛
騨
の
家
具
、木
製
品
に
触

れ
ら
れ
ま
す
。展
示
数
は
約
四
千
点
。

　

②
「
ア
ジ
ア
の
木
の
民
族
造
形

展
」
＝
ア
ジ
ア
各
国
、
各
民
族
の
生

活
道
具
を
一
堂
に
集
め
展
示
。

開
催
し
ま
す
。

　

普
段
は
直
接
販
売
し
な
い
陶
磁
器

メ
ー
カ
ー
の
慣
れ
な
い
即
売
や
、
見
る

機
会
の
な
い
工
場
、
窯
元
の
見
学
は
、

き
っ
と
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
る
は
ず

で
す
。
各
会
場
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
産
地
の
特

徴
を
感
じ
て
み
て
下
さ
い
。

「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管
状
況
等
の
届
出
」を

〜
県
環
境
局
廃
棄
物
対
策
課
よ
り
〜

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

そ
、
地
酒
や
海
産
物
、
駄
菓
子
等
の

飛
騨
の
美
味
が
味
わ
え
る
「
飛
騨
の

味
ま
つ
り
」
や
バ
ザ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、　

飛
騨
木
工

（協）

連
合
会 
事
務
局
【　

〇
五
七
七
（
三

TEL

二
）二
一
〇
〇
】ま
で
。

高速道路料金は、�
便利でお得な別納カード�
のご利用を…�

協同組合 岐阜県高速道路利用センター�
〒500-8227  岐阜市北一色１丁目20番11号（佐藤商店ビル2F）�
TEL（058）247-2818  TEL（058）246-5981　FAX（058）247-2818　�

お問い合せは�

現金�
不要�

料金�
割引�

料金一括�
翌々月�
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���
���
���

���
���
���
���
���
����
����
����

����
����
����
����

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������

�����
�����
�����
�����
�����

�����
�����
�����
�����
�����

���
��

��
�
�

�
�

���
���
���
���
���

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������

�
��
��
���
�
�
���
��
��
���
�
�
�
��
��

��
��
�
�
�

�
�
���
�
�
�����
�
�
���

��
�
�
� �
�
�
���
��
��
�
��
��
��
��
��
�
��
��

��
��
��
��
��
��

��
�
�
��
�
�
��

����
�
�
�
��
�
���
�
�
��
��

��
��
��
��
�
�
�
��

�
�
�

��
��
����
�
�
����
��
��
���

�

��
��
��
���

�
�
���
��
��
�
�
�

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������

������
������
������
������
������
������
������
������
������

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

���
���
���
���
�����
��
���
���
���
���
���

���
���
���

�



2001 年（平成 13 年）8月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 502 号（ ７ ）

山
）

　

〜　

日　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
V

26

27
R
メ
ッ
セ
ぎ
ふ
二
〇
〇
一（
ソ
フ
ト

ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議

31
会
・
専
門
部
会（
岐
阜
労
働
局
）

　
　

第
2
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐

阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修

会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

第
1
回
岐
阜
県
中
小
企
業

24
支
援
団
体
連
絡
会
議
（
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
）

　

日　

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
女
性
経

25
営
者
懇
談
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
��

　
「
名
古
屋
商
工
会
議
所
、愛
知
県
、

名
古
屋
市
で
専
門
相
談
員
と
し
て
多

数
経
営
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

卸
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営
支

援
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
取
得
支
援

な
ど
、問
題
を
お
持
ち
の
経
営
者
の

皆
様
方
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。ご
相
談
は
無
料
で
す
。」

�
…『
平
成　

年
度
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
』（
総
務
省
統
計
局
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。

１３

　

月
１
日
現
在
に
お
け
る「
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
」へ
の
組
合
員
企
業
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１０

　
〈
七
月
中
〉

5
日　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

局
代
表
者
会
議
（
岐
阜
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
）

9
日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
・
専
門
部
会（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
第

17
2
回
調
整
会
議
（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　

短
時
間
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
又
は
雇
用
す
る
予
定
の
事
業
主

に
対
し
、
労
働
関
係
法
令
・
地
域
雇

用
状
況
等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
雇

用
管
理
へ
の
認
識
を
高
め
、
課
題
改

�
中
小
企
業
の
諸
問
題
に
応
じ
ま
す
�

「
岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」よ
り

善
、
短
時
間
労
働
者
の
福
祉
向
上
の

促
進
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
九
月
二
十
六
日　

十
三
時

（水）

三
十
分
か
ら
十
五
時
三
十
分

【
場
所
】
関
市
文
化
会
館
第
三
会
議

室
（
関
市
桜
木
町
2
‐　

‐
1
）

30

【
対
象
】
事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者【
講
演
】『
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
有

効
活
用
』
ミ
サ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表　

植
田
叔
子
先
生

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
先
】　
　

世
紀
職
業
財
団
岐

（財）
21

阜
事
務
所
・　

〇
五
八（
二
六
六
）五

TEL

〇
三
三
、　

〇
五
八
（
二
六
六
）
五

FAX

〇
三
一

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’000000000000000000000000000000000000000000000000000 111111111111111111111111111111111111111111111111111 残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
岐 阜 県 砂 利 協 同 組 合

理事長　井　 上　 孝　 二
岐阜市東鶉１丁目３１番地の１
1 〈058〉273-3300　〒 500-8281
FAX 〈058〉 2 7 6 - 1 9 0 1

� 岐 阜 県 電 機 工 業 会
会　長　内　 藤　 哲　 男
岐阜市薮田南 5 丁目 14 番 53 号
岐阜県県民ふれあい会館 12階
岐阜県中小企業団体中央会内

1 〈058〉277-1101　〒 500-8384
FAX 〈058〉 2 7 3 - 3 9 3 0

社団
法人木曽三川砂利特定採取協同組合

理事長　井　 上　 孝　 二
岐阜市東鶉１丁目３１番地の１
1 〈058〉273-3300　〒 500-8281
FAX 〈058〉 2 7 6 - 1 9 0 1

Ｉ
Ｔ
関
係
は
火
・
金
曜
日
、卸
・
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
は
木
曜
日
に
対

応
し
て
い
ま
す
。【　

岐
阜
県
産
業
経

（財）

済
振
興
セ
ン
タ
ー
内　

〇
五
八（
二

TEL

七
七
）一
〇
九
〇
】

『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー
』

主
催
・
岐
阜
労
働
局
、　
　

世
紀
職
業
財
団

（財）
２１

　

岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、中
小
企
業
者
の
多
様
な
課
題

に
対
す
る
窓
口
相
談
や
専
門
家
派
遣

等
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
全
般
の
問
題
は
常
時
対
応
、


